
続きまして、「町会活動を支えるサポーター」について、これから発表させていただきます。
本日は、これから同じ表題で２つの町内会の活動発表をさせていただきます。

木月伊勢町町内会会長の勝山です。
私が会長を務めています「木月伊勢町町内会」のサポーターについて発表いたします。
どうぞ、よろしくお願いします。
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最初に「木月伊勢町町内会」の概要を紹介いたします。
「木月伊勢町町内会」は東急元住吉駅の北側に位置し、渋川と東急東横線・目黒線の間に挟まれた小さな住宅街で、住吉

地区14町内会の中では一番小さな町内会です。
町内会加入世帯数は６４５世帯、１，１００人です。
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木月伊勢町の特徴として、１つ目は、交通の便が良いため、地方からの転入者やサラリーマン、大学生等の単身世帯が多
く、社宅とアパート、戸建てが混在している住宅街であり。商店はコンビニと洋菓子店の２件があるだけです。
２つ目は、町内会区域にある「木月伊勢町公園」を中心に、様々な町内会活動を行っていること。
３つ目は、町内には児童養護施設の「新日本学園」があり、職員や高校生等が町会事業に積極的に手伝いと参加している

ことが特徴です。
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町内会の体制としては、皆さんの町内会と同じような構成になっています。
専門部として、総務部、防犯・防災部、婦人部、美化緑化部、青少年部があります。
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町内会の主な行事ですが、毎年４月には、お花見の会、５月に子どもの日を祝う会、７月に七夕まつり、盆踊り大会、８
月に灯ろう流し、夏祭り、３月に小学生の歓送迎会等を開催しています。
その他に、公園での絵画展、ウォーキングやスポーツ教室、防犯防災パトロール、公園清掃を定期的に開催しています。
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町内会活動における課題ですが、子ども会活動については、かつては中子連の羽根つきとドッジボールに参加していまし
たが、子ども会自体の活動はほとんど無く、低調な状態でした。
また、どこの町会でもある話と思いますが、町内会活動の担い手となる役員の人材が少ないことです。
単身世帯は、町内会の世話にはなっていない」、社宅の世帯は「伊勢町には５年しかいられない。」、近年は働き世帯が

増え、「仕事が忙しく町会の仕事はできない。」などの理由で役員になることを嫌がります。
結果、役員の高齢化、特定の人が役員を続けなければならないと、個人の負担が増えています。

今後、町内会活動を活性化していくには、役員以外の協力が必要不可欠です。
そこで、役員にならなくても、行事に参加して運営に協力してもらい、負担を感ぜずに町内会活動に参加できる、「町内

会のサポーター」となる「青年会」というグループを発足させました。
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特に、子どもたちの交流が少なく低調な子ども会活動をどうすれば、活性化するかを考えました。
自分達が子どもの頃、どんなことをして遊んでいたかを話し合った時、「みんなで季節ごとに川遊び、祭り、餅つき、虫

取りなど、様々な遊びをやって楽しかった。
伊勢町の子ども達に、自分達が子どもの時にやった遊びを体験させよう。」、社宅に住んでいる人たちには、「伊勢町に

いたとき、こんな遊びがあって楽しかった」という思い出を作ってあげようと、青年会は、平成４年に会員１２名からス
タートしました。
青年会は「木月伊勢町を愛する人であれば、年齢・性別を問わず、だれでも会員になって、遊びを体験できる人」を入会

資格としています。
このように町内の若手が集まって、楽しい街・元気な街をつくるため集まったグループで、子ども会や町内会と一緒に

なって盆踊りや夏祭り、お楽しみ会などの行事への協力の他、四季折々の楽しい自主事業を実施しています。
現在では、町内会区域にある児童養護施設「新日本学園」の職員や高校生の他、子ども会の父兄も加わり、約２０名の会員
で活動しています。
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青年会の活動内容は、先ほど紹介したように自主事業の実施の他、町内会行事や子ども会行事への協力、また近隣の東住
吉小学校のふれあいまつりにも、１０年以上にわたり子どもたちに遊びの指導をしてきました。
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近年の、青年会の主な事業は、都会の中での農業体験としてグリーン教室を開き、「枝豆や落花生の栽培と 」の体験、
こどもの日を祝う会として公園での鯉のぼりの掲揚、七夕まつり、灯ろう流し、ニュースポーツの集い。ウオーキングなど
を行っています。
特に、公園で実施する行事には、行事内容により、カレーライス、ソーメン、餅つき、模擬店などを開き、参加者とのコ

ミュニケーションを図っています。
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青年会が中心となっている主な活動をご覧ください。
最初は、子ども達に、都会での農業体験として「枝豆の栽培」です。
次は、平成１６年から続いている「子どもの日を祝う会」での鯉のぼりの掲揚風景です。
次は、「七夕の集」です。毎年、１００枚を超える」短冊が集まります。
次は、伊勢町の祭りの夜、行われている花火大会の名物「ナイアガラ」です。
次は、昨年から始まった、渋川での「灯篭流し」です。
最後は、コロナで花見ができなかったため、皆さんに「桜の花」の絵を描いてもらいました。右端の作品は、知的障害が

ある施設の人たちが描いてくれた作品です。
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さらに、青年会活動に触発され、３人からスタートしたグループが、今年から「カトレア会」という女性のボランティア
組織を発足させましました。
会員は現在６名で、町内会行事のお手伝いを目的に、ボランティアとして木月伊勢町に在住・在勤する女性で組織してい

ます。
グループは、「無理をしないで、自分の時間の空いている時にお手伝いする。」ことを約束ごととしています。
主な活動内容は、青年会や町内会行事への協力と、町内にある障碍者施設「しいの実工房」が開設している、カフェ「ひ

だまり」の協力です。
さらに、敬老の日には、毎年、９０歳以上の高齢者に手作りの小物のプレゼントを作成して、大変、喜ばれています。
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最後になりますが、
「伊勢町に住んでいて、多くの仲間ができた。」、町内から転出された方からは「伊勢町に住んでいて楽しかった。また、

伊勢町に戻ってきたい」などの声も聞こえてきます。
一方、「町内会行事には参加したいけど、役員にはなりたくない。」や、「全ての行事には参加できないけど、一部の行事
には参加できる。」という声も多く、まずは、気軽に、参加できる時に協力してもらえればそれで良く、少しでも町内会へ
関わりをもっていただくためのサポーターとして青年会・カトレア会の活動があります。

青年会・カトレア会の活動があることによって、町内会のサポーターとなる協力者が増え、役員の負担軽減に繋がれば良
いと思っています。

コロナの影響が少なくなり、町内会の活動も再開できるようになってきた今、伊勢町の街を楽しく、元気のある、明るい
街にしていきたいと思います。
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以上で「町会活動を支えるサポーターについて」の木月伊勢町町内会の発表を終わります。

ご清聴ありがとうございました。
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